
東 太 平 洋 中 央 海 膨 に お け る 熱 水 ブ ル ー ム 挙 動 把 握 の た め

のSF6 ト レ ー サ 実 験
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熱水ブルーム挙助の把握のため。亰太jl°洋中央海廊のRM28 サイトにおいて，特定の熱水活

助域にSF6 トレー兮を投入し。その挙動を『しんかい6500 』によって観測した。SR5 トレーサ

実験の結果から，今回鷆溂対象とした熱水ブ ルームは。その浮力の効果によりI EI以下の畤別

スヶ－ ルで，豹60m 上方まで上昇し，ただよっていたことが分かった。そして。その10 日後

では， さらに駒100m. 放ll¶|_1からは豹160m 地点まで上昇していたことが分かった。恥 日後

に観測されたトレーサの上舛は，潮汐吮と沌底地形の相互幼果によって生み川された鉛直流に

よる移流によるものと考えられる。

キーワード：熱水ブ ルーム傘動，六フフ化嘯黄，トレーサ実験，直接渕訛，安定上昇高さ

SFe  tracer experiment  to observe  the behavior of

hydrothermal  plume  at South East Pacific Rise.
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In  order  to understand  (he  behavior  of hydrothermal  plume,  SFe  tracer thai injeeted into one

hydrothermal  vent  was  obseived  by using  "SHINKAI  6500"  at RM28  ate  of South  East  Pacific

Rise  As  the  results of Sto  experiment,  hydrothermal  |>lumc  rose  up  about  60m  height

above  the vent one  day  later by buoyancy  effect and  rose up about  160m  height 10 days  later. We

think  that the  rise of hydrothermal  plume*  from  1 day  to 10 day  later is caused  by  the vertical

advection  that occurred  by  the  interaction  between  horizontal  tidal current  and  the  bottom

topography.
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1. は じ め に

熱水活動は，海底から海洋への熱・物質の供靴源 とし

ての役割を捐ってい る。そ の侯給フラフクスの見積 もり

は様々な観点から行われてお り。 海洋全体の物質収 支に

お い て， 決 し て 小 さ く は な い とj' わ れ て い る( 浦

辺,1996) 。 しかし，こ れらは様々な仮定の.ｈに たっ た見

積もりであ り， 熱水ブルーム挙動の把 握は， いくつかの

問題点から詳細には行われていないこ とが現状である と

考える。そ の問題点の一つ として， 熱水ブ ルームの供給

源として の熱水放 川ITIの現 象と，熱水プ1レー 厶の積分値

である熱水ブ ルーム鐓を関連付けて把握できていないこ

とがあげられる。

熱水ブ ルームと一IJIにｊ つても，様々な定義忖けが 吁

能である。 そのため，ここで は以 下のように， 主に物理

的 な覿点に たち，段 階別に区 別する ものとする。 熱水ブ

ルームは, ある海域にい くつかの放lj¶凵が集まってお り，

そ れか連行しあい，･ 一つの浮上性熱水ブ ルー ムとしてふ

るまう。 さらにそれらのブ ルームが浮力 を火った水深で

混ざり合い， 温度 異常 や物質濃度異常に よって 検出され

る熱水ブ ルームとなる。 この ように， ブルー ム挙動を，

物 理的に３つ の段階に 分けて 考える。以‘ドに，こ れら３

つ の段肝についての物理的な研究 例について まとめる。

1.1　 近 傍 域

熱水放Hill における熱水の採取という 観点から，熱水

のIII(接孫取による化学 分析, 温ａ の潤定は 行われてい る。

しかし。物理的なfflllからの観洲はほ とんど行われてお

らず放|1111での流 速やiU 度低減壅などの情轍は少な い。

また，11{径10cml'1 度の熱水放ll¶||が複数個 集まって。

みかけj; 一つのブ ルー ムを形成してい る場介が多い が，

現 象か複雛すぎて。覿渊データがほ とんどない ため，こ

の現 象をモデ ル化した鯏はまだ存在しない。

1.2　 浮上性ブル ーム

･つ の熱水活助域におけるい くつ かの熱 水放|llj lがjl:

いに連行しあ い， 一つ のブ ルームとして ふるまい，その

17力幼米で|･jl･し， 浮力を失いある鳥さで たなぴ く｡ こ

の現 象を浮ll 性ブ ルームと呼ぷこ ととする｡ また，この

たなびくぬ さは 熱水研動 のフラックスの指標となる。こ

れは 安定|･jl･高さと呼ぱれ，IR･ 蛎視されている(Speer

and R。I,ａ,1989.1,11ploll.1995J｡ljUle.elal,｡0987) は。榊

水艇から4･｡ちll げた覬洲 鬢Ｓに よ｡ て。プ ルー 厶の断1･i

の 水iiii'｡塩分，両度，鉛11C流速の川111観訓を1｣゙ ･jている｡｡

その4､1111より求められた浮|･｡性 ブルー ムの狛別 モデルを

構 築し， 然お よぴ物質フラックスに 関するlll･11を行 って

いる。 しかし，その結米に 対する検 証は， 観測デ ータの

不足から十分には行われていない。

1.3　 ブ ル ー ム

安定上昇鳥さに達した後， 匈度， 温度異常 などの 影で

検出 される ものをブ ルームと呼ぶこ ととする。 観測船か

ら検II¶器を吊 り･Ｆげ たＴｏｗ-Ｙｏ観測が 行われて， 空 川ス

ケー ル～ 数100Km の オーダーで 検川されている(Urabe,

cl al. 1995. Ishibashi, et al.,1997}。 観測密 度のIJ!!ｌ から，

畤 鬩スケー ルは定常 と考えら れてい る場合が多い。 多様

に存在する熱 水放川目 の積 分値として 検出 された もので

ある。'11,沒海域のすべての熱水活動地 を把握するこ とは

困難なので， 熱水放111川と熱水ブ ルーム挙動 のll 係を把

搬す る際には。 不明 確な点が残る。現 状では， 広範州に

わたる熱水ブ ルームをIli現し たモデルは 存在しない。

リ ッジフラックスlil一画では， 海嶺からの熱， 物質フラ

ックスのモデ ル化を|| 的の･ つ としている。 モデ ル化の

節 一段 階として，これ までに 唯･ モデ ル化研究がlf われ

ている 浮 】l性ブ ルー ムを対象とするこ ととする。こ れま

での モデ ル化研究では 定性的 な挙助に 関する検討かll･心

であ り， 観測デ ータの 不足のため覬漣||』デー タとの定:11的

な比 較検,l･lは行われて いない のが現状であ る(Speei･ ａｎｄ

Ｒｏｎａ,1989,(j111e, ｅtal.,1987.Mkldle1011 and Thomson,

1986)。唯 一, Baker,  et a】｡(1987)は， メガプ ルームを 対

象にブ ルームの.ll綢 な覬 濶デ ータと 致仇 モデ ルをjljい

て， メガプ ルームの ソースの兇積もりを1 たJている。こ

れは， メガプ ルームはある特 定の熱水活動域 をソー スと

する ものであ るという 前提 条件のドで， メガプ ルー ム内

の物月1デー タを,I?繼に観測でき たためにIII能とな９ た。

通常の熱水ブ ルームにj･ij様のｆ 法を適jljするこ とは|爿難

である。

そこで， モデ ル化に 先４ち， 物理的 な現象把握を|| 的

とした観測が必Ｓ となる。

浮ll 性 ブルームは， ブルームの成分がljl夊浮力とな,J

た後， たなぴ く。 この現象を観洲する 際。プ ルームのた

なぴきの成分は。 どの熱水放|lil lを起 源とする ものな の

かの刊断かで きないため，ブ ルームと放 川川の関辿付け

か不Irl能である｡ こ れが。 浮ljlE プ ルー厶を対 象とし た

靦洲例とそデ ル化例が作舟するにも|刈わらず，j･ 分な検

11111
がl 』゙われていない 人きな111J題の 一つで ある。こ の問鼇

を解決するため。 観測 対象とする熱水放川目に 六フッ化

破lyi{ 以 ド，SF,;} を トレー兮とＬて 放川し。そ れによ

･･て対象熱水活動域にい わゆる 色什けを行うト レーサ実



駟を行った。このトレーサ火験により、これまで不町能

であった、浮ll性ブ ルームがたなびくまでの挙動を観測

することがIlf能となる( 図1 参照)。

また、トレーサの挙助に対する流助の影響を把握する

ために、トレーサ実験JU』間中に係留系による直接側流を

行った。

同 １ 「し ん かい6500 」 をJl」い たSF6 ト レ ー 兮火 験 の 概 念 図

119.1　S ごｋ ｍａticviewQfSF,;1 『ａｃ？（ ａ ｐｅ吻11enl by using  "SⅢNKAI

皿 ）”

2. トレーサ実験手法

2.1　sF6 トレ ーサ

トレ ーサとして，SF6 をJIIいた。SF6 は 人1:!IE成物で

あ り。 変電所の鬪llj斐置や蛾続部分を絶縁する ための密

閉型1剔劉ｌ 内 の絶縁ガ スとしてJljい られてい る。 無 色。

蝿鳬の気体であ り。 通信50()ｔ の熱に 対しても安全であ

る。‘111 f･捕 獲検川・ 付ガ スクロマl･ グラフによって，ａ

初 度の検11Sが･11能であるため， 人気挙動把握のためにト

レーサとして，jljいられて きた。 海iy において は， 人飢

からの浸透したSF,i が441E しているか，海水へ の溶解度

の低さのため，そ の;IUjJ14 ‘に小さい。 海114 レー号 と

しては，1卯5 ￥のサンタモニ カ海盆において。約1.３ｍｏｋs

のSF6 を欣川し， 約 怛11肢のサンプリ ングによって，1｀jl;

スケー ルの 海洋 拡 散 現 象が 実 測 さ れた(【-edwell alld

ｗals・n. 1991】。 現在にお いても 人|嵋r を中心に 海洋拡 散

現象把槻のための1 レヽ ーサ火験が行われている。

2.2　 トレーサ実験海域

トレーサ使験を行･,たのは， 販Å'ljilll夊海鵬におけ

るRM28 サイトである..トレーサ実験海峨をla12に示す．

海嶺●||の111臾部が?i状g 幅豹3 叭}111.深 き約30111)にな

･jておll. 谷の啝餬11一面に熱水活勁域か存在していた.
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Ｍ ２ 彖 人 ヽ|ぞ楳III 夊 海 騨 ＲＭ２８寸 彳 卜 の 海 底 地 彫 図 ． ＣＭ【Ｓ】．

ＣＭＣＬ) は 流速,ilの 係 留 系 設 置,li.SFI 妝jl¶地 心 を ● で ． 兮 ン

ブ リ ン ク地 点 を ◆ で 示 す ． 大き な ● で は ．ＳＦ６１ レー 兮 か 吮

||¶され ．小 さ な 令 で は 峡lliさ れ なか っ た ． Ｓ● ンプ リ ン グ地

点 の 深 度 デー タ は． 表ｌを 参 照 ，

Fig.２ Ｂ臧hｙlnelrｉｃ ｍ司,ｌtlheRM28 ｓｉｅａｌＳｏ１・ill East Pacific Rise.

Thc points of n･oorinjgs of ｃｕrrｅ齒1咄ｅｌｃrｓ arc shown ｂy

ＣＭａ ａｎｄＣＭ{JJ.SF6 1 ●igliol pOaill is shoun  by  #.  SF≪

Sa 菌pli㎎pCinls 厦・ ｓｈａｗ皿b5･●.SFs 切ｃｅｆwｌｓdetlcledat

lhepcin1011r ｇｅ ◆.SF6tr χｅr ｌヽｌsｌｏｌ＆leded a1 111e point

olsmall ◆. Ｒｅ１{ ｌｏＴａｂｋ ｌ ａｂｏｕU11e depth ol s ｌ圃|,ling

l}ａilllａ

2.3　 トレーサの放出

SFci放川装置を町良ｌに示す。 またその概念図をI≫I3に

示す。肉端間放のボンベに対し。･ 力･には 夕４マ ー制御

で111』放されるパルプ， 他方にはllE力 差によってll 放され

るラプチ ヤーデ イスクを取り付けた。 ボンベ内に充填さ

れたSF6 は，水深2.叩om に遥した接，ラプチ ャーデ イス

クが側放され。海水と混ざる。その後， タイマ ーバルブ

とポ ンプを|･illllに馳鳧させるこ とに よ･J て.sF6 が放川

される。

今II･|の実験では。 耐 川 ボンベ内 に 介,il釣5,0 × 10'２

ｍｏｌｅsのSF,;を海水沸液と鉦体の両方の彫廼で封 人した,。

この放 川装代をしんかい6500 チームのトラ ンスポン ダ

ーをXIJいて 係留系として仕,;lて。 タイプの|rljjに海底に

投 人した。｢ しんかいao{}｣ によ･, て。放|Is装置を卜1･

一分放|||地点の近傍まで運んだ。 放川装 置からホー スで

つ ながれたトレーサ放川川を熱 水放川川内 に,ｌ 置し， 夕

イマー制御によ,J て バルブ とポ ンプ を馳動 させ，sＲ を

熱水放mi  iのフ･･レーム中に豹1{}分111で放ll¶した｡

紂 象とし た熱 水政1¶¶||の 令体図を 町!112に 示す，豹
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図３

【汨SF6 ト レーサ放111装 置の捐式岡

Fig. 3 Schematic drawing  of SFs injection unil

3 ｍ 四 方 の 熱 水 活 動 域 に5 ～20cm 程 度 の 直 径 を 持 つ 熱 水

放 出 口 が 数 佃 存 在 し て い た 。 直 接 放 出 し た 熱 水 放 出 口 の

温 度 は･J
 150 ℃ で あ っ

た か ， こ れ は 熱 水 放 山 口 が 小 さ か

っ た た め 正 確 な 測 定 が
実 施 で き な か っ た 。 ご く 近 傍 の 比

較 的 大 き な 熱 水 放 出 口 の 温 度 は367 ℃ で あ り ， そ れ ら か

ら 供 袷 さ れ る 熱 水 も ま わ り で 連 行 さ れ て お り ， 見 掛 け 上

一 つ の ブ ル ー ム と し で ふ る ま っ て い た 。 対 象 と し た ブ ル

ー ム を 「 し ん か い6500 」 の ア ー ム の 内 偏 に 設 置 し た

Ｃ’rＤ（FSI ）
＋tｒａｏｓmi ｓｓ

ｊｏａｌｅｌｅｒ（Ｓｅａ Ｔ ｅｃｈ ）（ 写 奥 ３ 番 照 ） で ，

ブ ル ー ム 内 を つ
っ き る よ

う に 観 測 し た 結 果 を 圜 ４ に 示 す 。

こ の 図 で も こ の 熱 水 活 動 域 か ら 供 給 さ れ た 熱 水 が 一 つ の

ブ ル ー ム と し て ふ る ま っ て い る こ と が 確 認 で き る 。 な お

観 洲|11 の デ ー タ は
， し

ん か い6500 内 に 汲 蹴 し たDeck

Ｕ ｎｉt で デ ー タ 変 換 し,  Laptop computer  (NEC) で り ア ル

タ イ 厶 に モ ニ タIJ ン グ し な が ら ＆1 録 し た 。

2.４ ト レ ーサ の擴 出

2.4.1 サ ン プリ ン グ方法

サ ンプリ ン グは ，「 し んか い6500 」 の サ ンプ ルバ スケ

ッ トに 設置 し たRoseiie Mulli Sampler  (RMS)  ( 写 八 ３参

照） に よ っ て衍 っ た。ＲＭ Ｓは ＣＴＤ を通 じ て，（し ん か い

654）0」|人』のLaptop computer か ら 操作 し た。放1111♂IC後 ，1

11 後 及 び1011 肢 の 計31111，「 し ん かい6500 」 で12 本 づ つ

の ニ ス キ ン ボ ト ルl こよ る 採 水 を 行 っ た 。 サ ン プ ル は

500ml. の デ ュ ラ ン 甎に ， 穴 空 き 蓋 （テ フロ ン キャ ップ 付

き） をり け て， 密 封 し た，

2.4.2 分析 方法

サ ンプ ルIIIのsF,iは，濃 縮し． 非線 源丿叭11 f一捕獲 検川

Z; fEcIJ. ｖ;lk･oJ付きガ スクロマlヽグラフ(ＨＰ)に よ･J て

測定した， 濃縮機 槻の構 成は．ｊ 科 をj9 人する,a11 竹．

ガ ス忙燥al;， ガ ス|吸肝 させる トラ ，プ１:. ガ スクロマト

ダラソ.|･s('IM･ らなる　 ，式斟竹は試椚･910 ml 容:I!を導人

ｚ２

圓 ４｢ し ん か い 弱00｣ に 捐 叙 し た Ｃ ｒＤ･ Ｔ で 甌 測 し た 鶏 水 ブ ル ー

ム 内 の 温 度 と 光 通 過 』鬢

Ｆｉｇ.4 '1 丶ｍｐｅrａｌｌr ｅａｎｄ'rraJl ｓ譱iｓsｉｏｎ in hydrottiermal pl ●ｍｅ lhal

ｏｂｇｅrvｅｄ ｂｙＣｎ 〕･T  on･ Ｓ Ⅲ Ｎ ＫＡ１６５０(y･.

で き， ド部の ガラ スポーJレフ ィルターからla 純 度窒素を

バー ジし。 溶 存する ガ スを気 相部に・ い111す。 水分は

ＮａｌｉｏｎＴｕbe によ り除去し， トラップ部にはI/8 ’ステ ンレ

スパイプにPorapak Q g80 － 100μnl ）を充埴 したものを

プロ パノー ルノドラ４７ イ スで －70 ℃に冷却し｡1111集す

る。 植 集 後， ヒ ー ターをJIIいて80 ℃ にill熱 脱ａ す る。

SF6 と隣接するピ ークを持つ02 は， ガ スクロマ トグラフ

に 導 人す るLfl:liに あら かじめ1/8 ステ ンレ スパ イプ に

Moleculer Sieve ５Ａ （囿 －100 μnl）を充塊し たプレカラ

ムに分離し， ガ スクロマ 】ヽグラフに導 人し．ＥＣＤで検111

し た。 分 析に は。 内 径0.53mm ． 艇 さ３０ｍ のＨＰ裂

Molecular ・。ｖｅ５Ａ（月0－1（χlμｍ）を使jljした。

3.SF6 の分析結果

サ ンブ ルの 分析粘 吸を 衣｜に 小す　36 個 のサ ンブ ル

(有効サ ンブ ル32 佃) 巾10 個の サンプ ルからSF,; を検 川

JAMSTEC Ｊ. Ｄｅｅｐ Sea Res.. 14  n!』98)
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することができた。今回の分析においては。 検出限界は

0.2fM(lfM －1.0×1(ylSmo1/Ｌ)であった。

また圜５に，ブ ルームの検出の有無の横方向の断 面の

結米を示す。トレーサ放山直後の覿祺I』では，放出り|から

約60m 上方でＳＦ６トレーサを検出した。１日後の観洲で

は， 直後の観洲とほぼ|司じ水深( 約50m ～約90m) で

ＳＦ６トレーサを検出した。その後，10 日後の観IUでは，

放出口から約160m 上方の水深でSF6 トレーサを検出し

た。サンプ ル数が限られているが. SF& トレーサ実験の

結果から，今回観測対象とした浮上性ブルームは，その

浮力の効果により１日以下の時側スケールで。約印ｍ｣こ

方まで上昇し，ただ よっていた。そして，そ の10 日後

では，さらに約100m,  ft 山口からは約1仭ｍ地点まで上

昇したと考えられる。

図２には，ブ ルームの検出 の有無の水平断而の結果を

示Ｌている。

閃5 SF6 ト レ ー サ の 検 出 帖 米 の 巾 北 断 而 図 。 ト レ ー サ 放 出 直 読 を

小 ， 口･| 読 を 青 ，10 日 後 を 鮫 で 示 し て い る 。 人 き な ● で は

SFG が 梭 川 き れ 。 小 さ な ● で は ＳＦ６が 検 山 さ れ な か･ つた 。

FlR.5 So ｕlll･110ｒlh cr ｏsｓ ｓｅｃtｉＱｎ of the results of SF ≪ Iracer

detection.  Red symbol shows t ｈｅ sampling ｐｏｉｎt Ｏ ｄａy 滷 ｅｒ

injection.  Blue symbol ｓhow ｓ the sampling point l clay 滷 ｅｒ

injection. Green symbol ｓho ｗs ｌｈｅ sampling ｐｏｉｎ囗O day ｓ

after  injection. SF6 111acerw ａｓ detccied al (he r ｘ)int011ar ｇｒ

●.SSIr ａｃｅrw ａｓ ｎ０１ ｄｅtｅｃｌｃｄ ａＨ １１ｃ ｐｏｉｎｌ ｡f  small ●｡

４. 流動観測方法

４.1　測定地点及び方法

Iｘ12に1111定地点川辺の海底地形|測と係留系の設置地点

を示す｡1111み内と外の流速を犯搬するために， 海戚谷内

に係留系ＣＭ-･S， 谷の外に係留系ＣＭ･Ｌを設置した。係

留系の斯|rliの模式図を|測６に示す｡CM Ｓには囘l 裂の３

次,己趙 斤波流地lil･（ＡＣＭ ）を３台（海底F.20m ，40m 、

70nl ）.ＣＭ Ｉ.にはユニオンエンジニアIJ ングll:製のア

ンデラー’1籾Jプロペラ式流速..I lRCMJ を３台1 淘=底11

加

85m,l35m,235m) 設置した。このうち， 海底 上40m の

ＡＣＭと海底｣ﾕ235m のＲＣＭ はデータが未回収である。

覿洲｣駲間と時間|司隔は, ACM は１分毎に. RCM は10 分

毎に1997/7/25 から8/27 までの33｢I 川とした。しかし，

ＡＣＭの 観瀰にお,いては，メモリー不足 によるデータの

欠棚が生じている。

閥６ 保紺系設置点の求四断面図

Fig.６ East-west  cross scction of the points of moorings  of current

meters,

5. 流動観測結果

洲定結果を図７に示す。 約12 時間川 刪の流辿変動 がI;£

越 してお り， そ の振輻は数ｃｍ/ｓで あ っ た。 海底から離

れるにつ れ， 流速 の変勁咸 分か小さくなって いる。‥･番

上方 の135m 点 では， 流 速の 変助成 分が 非常 に小 さい。

ＡＣＭ の分 解能はO.lcm/s であ るた め，そ の観洲結 果で

は，l吸流連城 まで 迅続 して スムー ズな 唆勁 がみら れる。

ＲＣＭで は観洲限 界偵か1.５ｃｍ/ｓである ため，1.５ｃｍ/ｓ以

ドの低 洫連は観 測で きなかった。 また， 三次 元ＡＣＭ の

洲 流結 果では， 比較的 人きな鉛irl[流速 が覿灑 された。 こ

れもft  1214  HI川 期で 変助 してい るが， 東 西流 速の変 動

と非常に よい11 閠を持つ 。こ のこ とから。 鉛11(流葱は，

東西成 分流速が海嶺状の地 彫の 彰響を受 け たこ とに よっ

て/|ﾐじたもの と考えられる。 しか し，鉛II'{流速 成分 が水

｀F流速 成分に匹 敵するほ ど人きい という 観測結 果に 関し

ては， 今後の楡114が必要で ある と考えら れる。 夲海峨に

お ける３次 元流遮 の覬il はは じめてであ･Ｊた。 さらな る

3次 元観測 の必 要竹があ ると考えられる。

ＦＦＩ'に よる スペ クト ル解析の結 製を図８に 示す。 南北

流速， 東内流速， 鉛11f流速 ともに12.4･llljljlJ 及び約24

畤 剛川lgjかI;{越 してい た。こ の結 米から。 夲海域にお け

る流動現 象が， 潮汐流 をF. 成 分とするものであ るこ とか

示唆される｡，

デー タ解析砧 米を 衣２に 示す｡ 平均流成 分は， すべて

の観洲水深で北lil]きで あり。 特に 海底谷のIIIでは 谷の軸

JAMSTEC 亅l Deep Sea Ｒｅｓ.，1411ｓ8)



|司７ 直 遠 の 畤ll 麦 脅 ． 上 か ら順 に.2.4 匐 ● 水 深 にI諡 呎 し たRCM

の デ ー タ. 2.530m 水 深 に設 置 し た ＲＣＭ の デ ー タ. 2.570m 水

朦 に 諡 覦 し た ＡＣＭ の デ ー タ.2, ａ２０１１水 深 に 設 置 し たＡＣＭ の

デー タ．

|゛ig,7 11111e ｓｅrieｓ of current velocity. Frl】m lhe lop lo llle bollo圜.

ng ｕrｅｓｓllo､ｉｃｌrrで自ldalaby ＲＣＭ ａ１２ｊＳ(111＆p111, ｃｕrｙa11

data by RCM a1 2,530111 deplh. ｃｌｌＴｅ●l dlla by ACM a1

2.570m aplll and c ｕl･|･wit dala by ACM ａ１ ２.６ａ}111delMh.

にu:1つ7､ご;Icに 米ﾉ 爿Ilj(りl瓦ｓ 刀` 早 耙sしｘ い 心。17 こ亂xlt吹

分 及 び潮 汐に よ る 振動 流 は 東西 方向 に卓 越 し てい る 。 鉛

直流 成 分 は， 上向 き方向 に 卓越し てい る。

6. ま と め

SF6 ト レ ー サ実 験 を行 うこ とに よ り，対 象 とす る 熱 水

活 動 域 か ら放 出 さ れ た 浮上性 ブ ルー ムが 浮力 を 失い ，あ

る 深 度で た だ よう まで の 挙助 を 観測 する こ とが で き た。

SF6 ト レ ーサ 実験 の結 果 から ， 今回 観洲 対象 と し た浮

上 性 ブ ル ー ムは ， その 浮力 の効 果に よ りＵ] 以 下 の 時 閥

ス ケー ル で ，約60m 上 方 ま で 上昇 し 。 た だ よ ってい た。

そ し て， そ の10 日 後 では ， さらに 約100  m 、 放 出 囗か ら

は 約160m 地 点 まで 上昇 し てい たこ とが 分 かっ た。

ま た， 心接 洲流 の結 果 か らは ， 本 海域 は潮 汐 流 に支 配

さ れ てお り， 平均 流 成分は リ ッジに 沿 って北 向 きであ る

が ， 湖汐 変 助 成 分は ，東 四 方向 に 卓越 してい る 。 この 東

西 流 成分 と海 嶺状 の 地形 に 起 因す る 考え ら れる 比 較的 大

きな 鉛直 流 速 が存 在 す る。

今回 の観 洲 では ， 濁度 輿 常 で検出 さ れる熱 水 ブ ルー ム

は 海戚 上約100m ～200m を 漂 っ て い たが ， こ れは ，｢ み

かけ 上の 熱水 ブ ルー ム の浮JJ4 さ( 約16(h11 ～200m)｣ －

｢ 熱 水ブ ルー ムの 浮力 効 果( 約60m ～100m)｣ ＋｢ 潮 汐に

よ って 生 み 出 さ れ た鉛 直 移流 の効 果( 約10Dm)｣ と 考 え

ら れる。

熱水 ブ ルー ム の安 定 上 昇 高さ から 熱 フ ラ ックスを 見積

もる 式 も提 案 さ れ てい る か(L ｕptｏｎ,1995) ， 特 に 鉛 の:移

流 の効 果 を適 切に 考心 し ない と， 過 大評価 とな る 可能性

がある 。

今 後。 より 詳細 な 熱 水 ブ ルー ム挙助 把握 の ため， 鉛|rl[

ＪＡＭ ＳＴＥＣ Ｊ．Ｄｅ卯 Ｓｅａ Ｒｅ５.，14 t15卜匍

表２ 流 速 の 解 析 結 恥

T1131(･2 SL;llislk･sofCLlm･||lobst･lVHlioilS.



渭

閥 刺F ド|･ 觧 砺 紿 ｌ ． 呶 西 暖 分 。| 恫｡比 成 分 。 鉛 ㎡I瀘 分 に 分 け 。 抔 水 深 毎 （2. 貂Olll.2.S30111.2,5711111.2.68111 ） に,|; し た

Fiχ｡χ Tll,･ |･l･SIlIlS ･,11fl･ ，･r、･11rl･,･I,| (lillzi. Fi,11･,･ｓ ｓll・w MMSl･w4･ ｓI ，･l,11ｑj111･|ll ，11･jl･111,ｓj｡1111 oml 。,11,･111 al】d ｗIli､･lll alll1131,111･111 ai llle

ン4HfJri].  2.ZV 】r11791111,211,17gnni,1｡I､ ¶11 ，･｡gIw｡i;1.,lg
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流速の詳翩|な観測，染料をJI】いたデータが密なトレーサ

火験を行い，モデル化を進めていきたいと考える。

なおこの研究は，科学妓術振典I調整費本研究課題「海

嶺におけるエネルギー 一物貿フラックスの解191に関する

lll際共Iljl研究」（リッジフラックス計画）- 一環として行

われた。

副　　 辞

一一一連のＦレーサ実験は，井田司令，今井副司令をはじ

めとする「しんかい6500 」潜航チームの皆様の創意工火

及び巧みな技術なしでは達成できなかったと思います。

また。石|||船災をはじめとする「よこすか」乗紐11の皆

様及び乗船研究軒の皆様には,大変お匱箭になりました。

海il 科学技術センター深海研究部の藤岡換太郎|味士に

は，深海研究に対する御指導を罰きました。陸上におい

ては，環境リサーチの前田義llj氏，新［1本気象海洋の五

･|･嵐弘昭氏，佐藤修之氏. SEA の･11川拓郎氏の協力を紺

ました。合わせて深く感蓆致します。
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